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『
現
代
中
国
革
命
の
起
漁
』

」
辛
亥
革
命
の
史
的
意
義
1

本
書
は
、
「
現
代
中
国
へ
の
展
望
を
嘩
害
え
塞
が

ら
、
辛
亥
革
命
が
内
包
す
る
歴
史
的
意
義
」
の
解
明

を
目
的
と
し
て
′
、
.
日
本
及
び
中
国
学
会
の
研
究
成
果

を
盛
り
こ
み
な
か
ら
、
著
者
が
中
国
資
本
主
義
の
特

質
・
民
族
運
動
等
従
来
研
究
さ
れ
た
諸
成
果
を
集
約

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
、
若
干
の
閲
見
点
を
指
摘
し
た
い
。

序
章
で
は
、
辛
亥
革
命
の
経
済
的
基
盤
と
階
級
日

精
の
分
析
が
な
さ
れ
、
辛
亥
革
命
へ
の
政
治
過
程
を

規
定
す
る
諦
捉
条
件
が
考
寧
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

経
巨
的
芸
毅
に
つ
い
て
は
、
辛
亥
革
命
時
柏
が
「
資

本
主
義
の
発
展
期
」
に
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
帝
国

主
義
列
強
の
資
本
輸
出
に
よ
る
経
済
侵
略
の
深
化
と

い
う
契
機
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
要
因
を
「
新

政
」
に
よ
る
商
工
業
奨
励
策
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
・
利
権

回
収
運
動
と
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
資
本
主
義
発
意

の
裾
標
は
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
特
に
中
小
プ
ル

ジ
遁
ワ
ジ
ー
の
近
代
工
業
に
脱
皮
し
た
民
族
工
業
に

設
定
さ
れ
、
ヰ
国
資
本
主
義
化
の
特
輿
特
に
民
族

資
本
の
特
殊
七
第
展
を
論
証
す
る
た
め
に
、
民
族
工

業
の
特
徴
と
し
て
脆
弱
性
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も

に
.
、
.
そ
の
半
植
民
地
的
性
格
と
封
建
勢
力
へ
の
依
存

性
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
階
級
関
係
に
つ
い
て
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
つ
に
瑾
点
を
お
い
て
階
級
分
析
を

石
な
事
、
諸
階
級
の
.
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
l

る
。
民
垣
フ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
労
血
涙
大
衆
上
を
指
導

・
同
盟
関
係
と
す
.
宅
反
・
育
反
対
琵
闘
争
と
い
う
基
本

視
角
が
設
定
さ
れ
、
同
時
に
官
按
貰
弁
ブ
ル
ジ
づ
ワ

ジ
ー
の
「
反
革
命
性
」
と
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

の
「
革
命
性
」
と
「
妥
學
廃
し
上
い
う
致
冶
的
二
田

性
-
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
基
本
的
に
「
反
革
命
」

上
し
て
想
定
さ
れ
る
ー
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

薫
〓
阜
最
下
は
、
序
章
の
経
済
的
基
盤
と
餌
級
関

係
の
分
析
そ
っ
け
て
、
辛
亥
革
命
へ
至
る
問
の
三
つ

の
変
革
路
銀
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
・
小
市
民
お
よ
び
知
識
人
陪
班
の
革

命
違
動
、
第
二
に
大
資
本
家
・
地
主
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
の
変
法
・
立
憲
運
動
、
第
三
に
人
民
l
群
衆
の
長
帝

反
封
琵
田
争
で
あ
る
。

第
二
草
で
は
、
三
つ
の
変
革
コ
ー
ス
の
各
々
の
運

九
二

動
の
開
始
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
の
路
線
に
つ
い
て

は
興
中
会
の
成
立
と
そ
の
超
義
が
、
第
二
の
路
線
は

康
有
為
ら
の
「
公
率
上
書
」
に
始
ま
る
変
法
運
動
・

戊
戊
の
政
変
が
、
第
三
の
路
線
は
義
和
団
蜂
起
が
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
同
盟
会
の
成
立
ま
で
を
、
留
日
学

生
の
「
革
A
巴
諸
団
体
及
び
彼
ら
の
思
想
の
分
析
を

通
じ
て
捉
え
す
っ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
孫
文
の
三

民
主
義
の
内
容
と
評
価
を
論
じ
、
三
民
主
義
を
基
礎

上
し
た
同
盟
会
の
革
命
理
論
の
発
展
を
、
一
九
〇
五

年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
、
.
「
民
報
1
-
と
「
窮
民
童

謡
』
と
の
論
争
を
軸
と
し
て
、
把
握
し
よ
う
と
し
て

い
る
。第
三
葦
は
、
「
革
命
運
動
の
高
揚
」
と
し
て
、
同

盟
会
の
武
装
蜂
起
、
資
金
源
で
あ
る
華
僑
へ
の
労
力

浸
透
を
め
ヾ
る
革
命
派
と
立
怒
派
と
の
対
立
、
蓑
軍

を
中
心
と
す
る
「
革
命
」
籍
社
の
組
織
五
大
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
武
義
蜂
起
に
つ
い
て
は
、
同

班
会
の
組
織
L
l
た
男
力
の
相
違
(
会
見
と
京
軍
「
か

ら
二
つ
の
時
期
に
分
け
、
個
々
の
事
件
の
経
過
を
援

括
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
失
敗
の
原
田
と
同
盟
会
内
名
に

与
え
た
彰
害
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

第
四
童
で
は
、
「
武
装
闘
争
と
民
衆
運
動
、
こ
の

両
面
の
闘
争
が
日
を
迫
っ
て
発
展
し
、
交
錯
し
な
が



ら
全
国
を
席
巻
す
る
革
命
暴
動
を
盛
り
あ
げ
て
い

く
」
上
の
設
定
の
も
と
に
、
民
衆
運
動
と
し
て
は
、

対
外
よ
イ
コ
ッ
し
「
運
動
と
刊
耗
回
収
違
封
が
あ
げ
ら

れ
、
二
つ
の
ヨ
勤
が
、
民
族
黒
本
の
成
長
を
反
映
し

つ
つ
‥
フ
ル
ジ
ョ
ワ
立
憲
派
の
指
導
下
に
、
中
小
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
1
と
広
竃
な
人
民
を
含
み
こ
ん
で
闘
わ

れ
七
托
韓
が
説
明
さ
れ
、
同
時
に
、
・
遅
効
が
同
盟
会

派
の
無
用
心
と
立
憲
派
の
限
界
を
伴
な
う
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
こ
の
激

動
期
に
顆
発
し
た
パ
ニ
ッ
ク
が
、
外
国
農
本
の
半
植

民
地
体
制
を
一
同
強
化
さ
せ
、
清
朝
政
府
の
無
能
を

皇
露
す
る
中
で
、
窮
迫
し
た
労
農
大
衆
を
ス
ト
ラ
イ

キ
と
暴
動
に
立
ち
上
が
ら
せ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
㌣
＼
第
五
輩
で
は
、
.
帝
国
主
義
の
侵
略
、
清
朝
.
「
新

政
」
株
制
と
、
地
方
で
の
地
主
資
本
家
の
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
的
改
革
の
た
め
の
搾
取
が
人
民
を
田
窮
さ
せ
、
こ

れ
に
よ
l
っ
て
、
民
変
=
人
民
暴
動
は
自
然
発
生
的
な

反
帝
反
封
建
闘
争
と
し
て
ま
き
お
こ
.
っ
た
が
、
そ
れ

は
同
盟
会
指
導
の
武
装
蜂
起
、
都
市
民
衆
の
利
権
回

収
運
動
と
と
も
に
「
革
命
情
勢
」
を
作
り
あ
げ
る
も

の
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
六
車
で
は
、
立
憲
派
が
君
主
立
憲
の
主
張
か
ら

「
革
命
」
.
・
「
起
義
独
立
」
の
用
意
を
す
る
に
い
た

新
　
刊
　
紹
　
介

る
「
立
憲
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い

る
。
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
持
利
、
.
市
政
ロ
シ
ア
の

敗
北
に
て
ら
し
て
立
憲
派
は
君
主
立
憲
を
て
張
、
大

地
主
・
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
r
の
政
治
参
両
を
卓
張
も

た
。
こ
れ
に
清
朝
は
「
憲
政
の
模
倣
」
で
対
応
し
た

が
、
そ
れ
は
「
絶
対
主
義
的
君
卓
立
憲
政
伏
」
の
確

立
を
期
す
も
の
で
あ
.
っ
た
。
.
か
か
る
情
勢
の
下
で
、

立
憲
派
は
活
動
を
一
段
と
強
め
、
.
各
団
体
の
組
精
化

に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
る
。
諮
議
筍
と
全
国
諮
讃
屈

連
合
会
の
成
立
を
も
っ
て
立
憲
派
の
統
一
が
.
一
応
達

成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
機
に
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
上
下
の
分
裂
、
お
よ
び
そ
の
上
層
の
.
「
革
命
性
」

の
消
失
と
い
う
事
態
も
構
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事

情
を
担
い
つ
つ
立
憲
派
は
そ
の
汝
も
国
会
捉
開
講
願

4

　

°

運
動
を
三
度
に
わ
た
り
指
導
す
る
が
」
　
つ
い
に
清
糊

に
見
切
り
を
つ
け
、
「
革
命
」
・
「
起
鶉
独
立
」
の

用
意
を
す
る
に
い
た
る
、
と
い
う
。
.

第
七
茸
か
ら
第
九
草
で
は
「
革
命
」
過
群
が
解
明

さ
れ
て
い
る
。
鳥
浜
内
閣
の
出
現
と
鉄
道
国
有
化
政

策
を
契
機
と
し
て
立
憲
派
の
指
導
に
よ
る
保
路
運
動

が
展
開
し
、
農
民
暴
動
を
背
景
と
す
る
四
川
暴
動
に

よ
り
、
「
革
命
」
運
動
へ
と
発
展
す
る
。
武
呂
暴
動

1
「
各
省
独
立
」
=
軍
政
府
樹
立
1
中
華
民
国
の
成

立
の
過
程
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
過
程

に
お
い
て
、
新
軍
が
運
動
文
体
で
あ
り
、
各
省
軍
政

府
の
政
権
を
掌
握
し
た
の
は
立
窮
派
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
十
章
で
は
、
南
北
和
議
交
渉
過
程
に
お
け
る
、

帝
同
主
義
列
強
・
「
反
革
血
」
勢
力
の
策
謀
、
同
盟

会
の
分
裂
と
妥
協
に
よ
る
「
革
命
」
挫
折
が
述
べ
ら

れ
、
同
時
に
、
反
帝
反
封
程
綱
領
の
欠
如
等
同
視
会

(
革
命
派
)
の
弱
さ
が
挫
折
の
主
要
原
国
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
辛
亥
革
命
は
社
会
変
革
を
何
ら
果
さ
ず

「
未
完
に
終
っ
た
」
豆
れ
ど
も
、
l
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革

命
を
指
向
す
る
も
の
」
と
も
て
、
ま
た
そ
の
後
の
中

国
人
民
の
反
帝
反
封
建
闘
事
の
先
駆
的
役
割
を
果
し

た
も
の
と
し
て
、
膣
史
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い

る

O

 

l

さ
て
、
次
に
間
斑
点
に
移
る
J
L
、
第
「
に
「
反
満

共
和
」
享
「
反
帝
反
封
建
」
.
と
い
う
二
つ
の
「
革

命
」
概
念
が
混
然
と
使
わ
れ
て
お
り
、
辛
亥
革
命
の

全
休
的
理
解
を
国
難
に
し
て
い
る
パ
例
え
ば
、
・
同
盟

会
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
。
て
、
二
両
「
反
満
共
和
」
.

の
視
角
か
ら
「
革
命
性
」
を
指
摘
し
∵
他
面
「
反
帝

反
封
建
」
の
視
角
か
ら
そ
の
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
る
。

立
憲
派
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
評

価
の
基
準
が
随
所
で
興
っ
て
お
り
「
.
「
革
命
」
概
念

九
三
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の
統
一
化
と
「
反
帝
」
∵
「
反
封
建
」
の
該
時
期
に

お
け
る
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
.
必
要
が
あ
ろ

し

っ

。

第
二
に
、
該
時
期
を
「
資
本
主
義
の
発
展
期
」
と

把
握
す
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
氏
は
「
資

本
主
義
発
展
期
」
を
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
1
の
発
展

期
と
し
て
捉
え
「
そ
の
様
準
を
民
族
工
業
の
発
展
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。
.
氏
が
列
挙
さ
れ
る
軽
工
業
発

展
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
さ
等
の
民
族
工
業
の

諸
特
徴
は
、
初
期
資
本
主
義
の
一
般
的
特
徴
で
あ
っ

て
、
-
中
国
固
有
の
特
徴
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
(
例
、
張
番
)
　
の
原
蓄

過
程
は
半
植
民
地
半
封
産
的
性
格
と
し
て
把
恕
し
な

が
ら
も
、
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
基
本
で
あ
る
中

小
プ
ル
の
原
蓄
過
程
に
つ
い
て
は
論
及
す
る
こ
と
な

く
、
帝
国
主
義
や
封
建
勢
力
に
延
抗
す
る
以
外
、
発

展
の
見
込
み
は
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
資
本
蓄
積
者
が
官
僚
・
地
主
一
・
商
人
に
限
定
さ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

大
と
中
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
.
と
の
相
違
性
を
強
調
す

る
論
拠
及
び
「
資
本
主
義
の
発
展
期
」
の
内
容
が
不

明
孫
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

猶
、
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
経
済
分
析
に
お
け
る

政
治
概
念
の
安
易
な
導
入
に
よ
る
階
級
分
析
の
曖
昧

さ
で
あ
る
バ
そ
れ
は
∵
甜
述
し
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
内
部
の
分
析
の
不
明
確
な
こ
と
、
大
プ
ル
と
官

僚
員
弁
資
本
と
の
階
級
関
係
が
、
改
廃
を
担
当
し
て

い
る
か
石
か
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

露
呈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
に
は
氏
族

プ
ル
の
桂
済
的
脆
弱
性
と
政
治
的
二
面
性
と
い
う
論

Ⅲ
の
安
置
な
利
用
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

∵
第
三
に
、
三
つ
の
変
革
路
線
と
そ
の
関
連
性
の
関

越
で
あ
る
。
氏
は
立
憲
派
=
変
法
・
立
窟
運
動
=
変

°

　

°
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°

革
の
目
的
、
革
命
派
=
革
命
運
動
=
変
革
の
方
法
、

°
°

労
晨
大
衆
=
反
帝
反
封
建
闘
争
1
!
変
革
の
内
容
或
い

は
歴
史
的
性
格
と
、
三
つ
の
変
革
コ
ー
ス
を
各
々
臭

っ
た
メ
ル
ク
マ
つ
ル
に
よ
っ
.
て
設
定
し
、
そ
れ
ら
を

パ
ラ
レ
ル
に
列
挙
す
る
の
で
あ
る
が
、
氏
の
こ
の
方

法
は
、
次
の
よ
う
な
間
組
を
生
み
出
す
。
基
本
的
に

「
反
革
命
」
と
規
定
さ
れ
る
立
憲
派
の
指
導
に
よ
る

ボ
イ
コ
ッ
ト
・
利
権
回
収
運
動
を
反
帝
反
封
建
闘
争

と
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
労
農
大
衆
の
反
帝
反
封
建
闘

争
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
改
革
の
細
面
を
も
つ
「
新
政
」

に
反
対
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
労
晨
大
衆
の
「
反
封

建
」
闘
争
の
内
癖
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
・
利
権
回
収
運
虫

の
そ
れ
と
臭
っ
た
も
の
と
毘
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
が
、
氏
は
子
れ
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
4
さ

ら
に
、
労
農
大
衆
と
革
命
派
と
の
対
立
関
係
を
も
指

九
四

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
相
良
が
あ
る
。
三
つ
の

変
革
コ
ー
ス
の
相
互
関
連
性
と
指
導
・
同
盟
関
係
把

握
の
混
乱
は
、
基
本
的
に
は
前
述
し
た
「
革
命
」
概

念
と
階
級
分
析
の
曖
昧
さ
に
起
因
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
革
命
派
の
関
越
に
つ
い
て
い
え
ば
、
興
中
会

を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
臍
級
の
革
命
結
社
」
、
同
盟
会
を

「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
政
党
」
と
し
て
規
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
階
級
的
性
格
の
論
証
、
特
に
構

成
‥
H
の
実
証
が
全
く
不
充
分
で
あ
る
。
「
文
学
祉
」

・
「
共
進
会
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
、
.
問
題
点
は
か
り
指
摘
し
た
が
、
本
吉
は
辛

亥
革
命
を
階
級
闘
争
の
視
点
で
解
明
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
、
辛
亥
革
命
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
缶
」

と
す
る
見
解
の
諸
成
果
を
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
辛
亥
革
命
研
究
に
大
き
な
意
義
を
も
つ

も
の
L
L
考
え
ら
れ
る
。
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